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2Ep-3 ナイロンの酸性染料混合染色（第４報）

－C. I. Acid Blue 25／Red 1, Blue 25／Red 138 の場合一
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　【目的】ナイロンの酸性染料混合染色系では、一定数のイオン座席を各染料が競合する

ために相容性が失われ、いわゆるブロッキング現象が起こることが知られている。本研

究は、２種酸性染料混合系のブロッキング現象を平衡と速度の両面から明らかにするこ

とを目的として行った。

　【実験】染料はC. I. Acid Blue 25 （B25）, C. I. Acid Red l（CO）, C. I. Acid Red 138

　（C12）を精製して用いた。6ナイロンフィルムは、90°Cの純水中で3時間の予処理を

行い実験に用いた。実験は平衡、拡散とも90℃､pH3. 0で行った。平衡収着は回転ポット

染色試験機を用い、ナイロンフィルムを専用ホルダーにセットして平衡になるまで染色

し、等温収着曲線を得た。拡散速度は、フィル巻層を時間を変えて染色し濃度分布曲線

を得た。

　【結果】等温収着曲線は、単独染色の場合、B25およびC12はラングミュア型（L型）

と分配型（Ｐ型）の二元機構で表され、COはラングミュア型で表される。一方、混合

染色（モル比1 : 1）の場合、B25／C0ではCOは殆ど排除され、B25によるブロッ

キング現象が見られた。これに対してB25／C12では逆にB25の染着量が大きく減少し

た。拡散の濃度分布曲線は、いずれの染料においても混合系では単独系と異なる分布を

示した。特にB25／C0系のCOおよび6 25／012系のB25にup-hil卜型の拡散が見ら

れた。以上の結果を結合定数、拡散係数を用いて定量的に議論する。
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［目的］染料が凝集を起こし、繊維表面に粗粒子状染料が多量に付着すると摩擦堅ロウ

度を低下させたりする。そこで、分散剤として染浴にロート油を添加し、染着状態、染

着量、摩擦堅ロウ度などにどのような影響を与えるか、基礎的な資料を得ることを目的

とした。

［方法］染料はインジゴ（Cl Vat Blue 1）、テトラブロムインジゴ（Cl Vat Blue 5）

を用いた。インジゴの場合は、染浴にD ート油をO、0. 6％o. w. s.、1.2％o. w.s.、12％o. w.

s.添加してセロファンを染色した。テトラブロムインジゴの場合は染浴にロート油をO、

0. 3％o. w. s.、1.5％o. w.s.、3％o. w.s.、6%o. w. s.、15％o. *.s.添加して木綿を染色した。

　染着状態は、インジゴを硝酸酸性浴中において重クロム酸カリウムで液相酸化させ､イ

サチンを合成する。イサチン合成後のセロファン染色膜の光学密度から反応速度定数を

算出し、染着状態を推定した。テトラブロムインジゴは、○－クロルフェノールによる

溶出試験で、一回毎の染料の溶出量を分光光度計で測定し、溶出曲線から染着状態を推

定した。

［結果］染着状態については、インジゴの場合は、ロート油の添加量には関係なく、粗

粒子状染料、微粒子状染料、超微粒子状染料の三状態に分かれ付着・染着しているが、

テトラブロムインジゴの場合は、ロート油の添加量が多くなると、微粒子状染料、超微

粒子状染料の二状態で染着している。また、摩擦堅ロウ度についでは、インジゴ、テト

ラブロムインジゴ共にDート油を添加した方が、堅ロウ性は高まる傾向が見られた。


